
風
信

　
表
題
に
掲
げ
た
銀
屋
町
傘
鉾
は
文
政
三
年
に
山
本
泰
助
が
製
作
し
た
事
を
傘
鉾
収
納
箱
に
墨
書

さ
れ
て
い
る
様
に
町
内
で
は
古
く
よ
り
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
乍
ら
山
本
泰
助
の
氏
素
性
に
関
し
て
は
何
も
判
ら
ず
今
日
に
至
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
上
野
彦
馬
そ
し
て
彦
馬
の
父
俊
之
丞
を
考
察
し
て
行
く
過
程
に
於
い
て
、
銀
屋
町
髙
田
家
と

八
幡
町
大
神
家
所
有
の
亀
山
窯
と
の
関
連
に
辿
り
着
き
、
更
に
木
下
逸
雲
と
の
関
連
で
絵
師
上
野

家
を
調
べ
る
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
俊
之
丞
の
父
若
瑞
、
そ
の
父
若
麟
の
来
歴
も
知
る
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
般
、
銀
屋
町
自
治
会
と
し
て
山
本
泰
助
に
関
し
て
の
私
見
を
述
べ
る
事
と
致
し
ま
す
。

上
野
家
の
概
略

　
長
崎
上
野
家
は
上
野
英
智
、
三
郎
四
郎
、
そ
の
子
英
道
、
次
郎
右
衛
門
、
そ
し
て
英
道
の
二
人

の
子
供
英
伝
と
良
慶
に
依
っ
て
上
野
家
と
幸
野
家
に
分
か
れ
て
い
る
。
其
の
後
、
英
一
の
養
嗣
と

な
っ
た
の
が
若
元（
道
英
）で
、
河
村
若
芝
に
師
事
し
、
佐
賀
鍋
島
綱
茂
公
に
絵
師
と
し
て
仕
え
た
。

そ
の
長
子
若
麟（
長
昭
）は
山
本
家
の
養
子
と
な
り
山
本
丹
次
郎
と
云
い
、
書
記（
筆
者
）の
才
も
持

ち
合
わ
せ
た
絵
師
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
子
供
達
は
若
融
、
弟
の
若
瑞
と
続
く
、
共
に
有
能
な
絵

師
で
あ
る
。
そ
し
て
上
野
若
瑞
の
長
子
は
若
龍（
俊
之
丞
）、
そ
の
子
彦
馬
へ
続
く
。
上
野
家
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
人
物
の
1
人
が
若
瑞
で
あ
る
。
縁
籍
の
広
が
り
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
系
図
に
も

示
し
た
よ
う
に
、
長
英
・
若
瑞（
俊
之
丞
の
父
）

が
田
中
倫
と
婚
姻
し
た
事
に
よ
り
御
用
時
計
師

幸
野
家
も
後
継
者
の
面
で
安
泰
す
る
事
と
な
る
。

倫
の
兄
の
子
、
田
中
吉
郎
八（
督
融
）が
幸
野
家

へ
養
子
と
な
り
御
用
時
計
師
幸
野
吉
郎
八（
徳

栄
）と
な
る
。
倫
の
兄
田
中
順
三
師
興
の
妻
は
御

幡
家
の
牧
で
あ
り
御
用
時
計
師
の
家
系
で
あ
る
。

　
田
中
順
三
は
本
籠
町
で
唐
船
修
理
方
や
材
木

商
そ
し
て
唐
船
入
船
時
の
作
業
及
び
宿
泊
の
手

配
等
を
仕
事
と
し
た
。
そ
の
田
中
家
の
縁
籍
で

同
仕
事
を
補
佐
し
て
い
た
の
が
平
山
家
で
あ
り

故
平
山
芦
江
氏（
小
説
家
）の
実
家
で
あ
る（
田
中

家
よ
り
平
山
家
へ
養
子
と
な
る
）。

　
又
、
上
野
家
は
若
元（
道
英
・
若
芝
）が
其
の

師
匠
で
あ
る
河
村
若
芝
が
唐
僧
逸
然
や
木
庵
よ

り
鉄
腐
象
嵌
の
法
を
学
び
若
芝
系
の
金
属
加
工

の
細
工
術
を
習
得
し
、
画
法
と
併
せ
一
家
相
伝
し
て
子
孫
へ
伝
え
た
と
考
え
る
。

　
こ
の
所
を
銀
屋
町
と
よ
ぶ
町
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
。
金
工
の
職
人
が
多
く
住
ん
で
居
た

町
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
師
匠
河
村
若
芝
の
名
を
継
承
使
用
す
る
若
元
は
、
長
崎
鍔
を
こ
の
町
内
に

よ
り
誕
生
さ
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
し
て
硝
酸
を
用
い
鉄
や
銅
を
腐
食
さ
せ
鏤
嵌
を
施
す
応
用
化
学
の
技
は
、
私
見
で
は
あ
る
が
、

俊
之
丞
の
時
代
に
な
っ
て
科
学
者
と
し
て
大
き
な
華
を
咲
か
せ
た
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

山
本
泰
助
長
英
と
上
野
泰
輔
長
英
は
同
一
人
物
か

　
上
野
若
瑞
　
　
宝
暦
8
年（
1
7
5
8
）12
月
生
ま
れ
文
政
10
年（
1
8
2
7
）6
月
没

　
　
　
　
　
　
　
行
年
71
才

　
　
　
　
　
　
　
通
称
　
泰
助
、
諱
は
長
英
、
字
を
稲
光
、
号
を
若
瑞
と
云
う

　
　
　
　
　
　
　
又
、
祥
翁
と
も
号
す
、
居
を
丹
霞
斎
と
云
う

　
　
　
　
　
　
　
妻
は
田
中
順
三
の
妹
、
倫
　
天
保
4
年（
1
8
3
3
）3
月
、
76
才
に
て
示
寂

　
若
瑞
の
父
、
若
麟
は
長
崎
画
人
伝
に
よ
る
と「
山
本
若
麟
　
名
は
長
昌
、
明
和
2
年
分
限
帳
に
出

島
乙
名
方
紅
毛
通
詞
の
条
に
出
島
乙
名
附
　
筆
者
小
頭
　
山
本
丹
次
郎
」と
あ
る
、
又
瓊
浦
画
工
伝

に
は「
若
麟
、
唐
館
公
用
支
配
人
、
山
本
丹
次
郎
、
若
元
の
長
子
、
名
は
長
昭
」と
あ
る
。
そ
し
て

上
野
一
郎
氏
よ
り
戴
い
た
資
料
に
は「
唐
館
鈔
局
令
ノ
苗
跡
ヲ
相
続
し
山
本
丹
次
郎
と
称
し
た
」と

あ
る
。

　
若
瑞
の
父
若
麟
は
全
て
の
資
料
が
山
本
姓
で
あ
る
。

　
故
永
見
徳
太
郎
氏
は
長
崎
の
美
術
史
に
於
い
て
北
宋
画
人
系
図
に
て
若
元
、
若
麟
、
若
瑞
の
姓

は
全
て
山
本
と
さ
れ
て
い
る
。

　
唐
僧
木
庵
よ
り
伝
え
ら
れ
た
鉄
腐
象
嵌
の
技
法
は
河
村
若
芝
を
祖
と
す
る
若
芝
鍔
を
生
み
、
上

野
若
元
よ
り
若
麟
、
若
鳳
、
若
瑞
、
常
足（
若
竜
）ま
で
、
一
族
が
全
て
其
の
技
術
を
継
承
し
製
作

を
行
っ
て
い
た
事
を
大
喜
正
勝
氏
は
著
書『
肥
前
長
崎
の
刀
劔
』で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
銀
屋
町
在
住
の
金
工
細
工
師
は
金
属
を
加
工
し
各
種
の
製
品
を
創
り
出
し
、
文
政
三
年
に
は
傘

鉾
、「
流
金
出
世
鯉
」を
製
作
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
中
心
に
は
絵
師
で
あ
り
金
工
細
工
師
で
も
あ
る
前
述
の
山
本
泰
助
が
存
在
し
て

い
た
と
考
え
る
。
上
の
写
真
と
同
じ
傘
鉾
収
納
箱
正
面
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
水
銀
箔
、
流
金
、

大
工
、
塗
師
等
各
分
野
の
技
術
を
持
っ
た
人
々
を
集
め
製
作
し
て
い
る
。

　
し
か
も
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
大
き
く
銘
記
さ
れ
て
い
る「
田
中
順
三
季
祿
」と
は
系
図【
一
】に
あ

る
様
に
本
籠
町
田
中
家
の
人
物
で
あ
り
若
瑞
の
妻
、
倫
の
実
家
で
も
あ
る
。

　
左
記
の
表
は
各
人
の
没
年
を
参
考
ま
で
に
表
記
し
た
も
の
で「
田
中
順
三
季
祿
」を
特
定
す
る
為

の
も
の
で
は
な
い

　
上
野
若
瑞	

　
文
政
10
年（
1
8
2
7
）6
月
17
日
　
71
才

　
田
中
順
三
師
興	

　
文
化
8
年（
1
8
1
1
）2
月

　
〃
　
〃
　
儔
興	

　
文
政
10
年（
1
8
2
7
）6
月
26
日
　
51
才

　
田
中
順
三	

　
文
化
10
年（
1
8
1
3
）生
ま
れ
明
治
7
年（
1
8
7
4
）61
才
で
没
す

	

　
　
　
　
　
文
政
3
年
時
は
7
才
で
あ
る

　
※
田
中
順
三（
3
名
）の
没
年
に
関
し
て
は
長
崎
南
公
民
館「
ど
じ
ょ
う
会
」の
皆
様
が
平
成
四
年

に
平
山
芦
江
氏
を
顕
彰
す
る
為
に
作
成
さ
れ
た
冊
子
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
上
野
若
瑞
は
仕
事
上
、
金
工
細
工
師
の
棟
梁
的
な
立
場
に
於
い
て
は
、
山
本
泰
助
と
名
乗
っ
て

い
た
の
か
？
、
ま
た
、
父
若
麟
の
様
に
一
時
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
山
本
姓
を
名
乗
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
ず
色
々
な
想
い
が
湧
い
て
来
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
上
野
若
瑞
が
山
本
姓
を
使

用
す
る
環
境
は
十
二
分
に
整
っ
て
い
た
と
云
え
る
。

　
銀
屋
町
傘
鉾
の
収
納
箱
墨
書
、
い
わ
ゆ
る
箱
書
き
は
我
々
に
其
の
歴
史
を
雄
弁
に
語
り
か
け
て

い
る
。
文
政
三
年「
傘
鉾
流
金
出
世
鯉
」を
作
っ
た
職
能
集
団《
水
銀
箔（
箔
師
）、
流
金（
金
工
師
）、

三
五
六
号
　
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日

文
政
三
年（
1
8
2
0
年
）　

山
本
泰
助
作
　
銀
屋
町
傘
鉾
　「
流
金
出
世
鯉
」製
作
者
に
関
し
て

塗
師
、
大
工
方
、
絵
師
》は
銀
屋
町
及
び
其
の
周
辺
に
居
住
し
て
居
た
と
思
わ
れ
、
且
つ
彼
ら
を
統

率
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
た
の
が
金
工
細
工
師
棟
梁
で
絵
師
で
も
あ
っ
た
上
野
若
瑞
こ
と
山
本
泰

助
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
さ
ら
に
決
定
的
な
事
柄
は
、
若
瑞
の
妻
、
倫
の
実
家
で
あ
る
田
中
家
よ
り
順
三
が
山
本
泰
助
と

協
力
し
傘
鉾
製
作
に
関
与
し
て
い
た
事
は
収
納
箱
へ［
田
中
記
］と
墨
書
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
か
ら
判
断
し
て
山
本
泰
助
長
英
と
上
野
泰
輔
長
英
と
は
同
一
人
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
は
専
門
職
の
方
々
に
調
査
・
検
証
を
御
願
い
し
、
ご
教
示
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�
（
銀
屋
町
自
治
会
）

○
二
月
は
逃
ゲ
月
と
言
う
。
二
月
は
あ
っ
と
言
う
間
に
す
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
二
月
の
雪
の

降
っ
た
寒
い
朝
、
三
ツ
山
の
純
心
大
学
の
先
生
よ
り「
今
年
も
雪
の
下
に
蕗
の
薹
が
芽
を
出
し
ま

し
た
」と
、
わ
ざ
わ
ざ
御
届
け
戴
き
、
皆
で
有
難
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

○
三
月
と
い
え
ば
彼
岸
。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」と
言
う
。
彼
岸
と
い
う
言
葉
は
佛
教
語
で
其
の

語
源
は
梵
語《
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
》のPárim

an tiram

で「
向
う
岸
」の
意
で
あ
る
。
我
が
国
で
は

彼
岸
会
と
言
い
、
春
分
と
秋
分
の
日
を
中
心
に
佛
道
供
養
の
日
と
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
に
も

中
国
に
も
此
の
よ
う
な
行
事
は
な
く
我
が
国
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
頃
よ
り
始
ま
っ

て
い
た
と
言
う
。
源
氏
物
語
に
も
彼
岸
会
の
事
は
記
し
て
あ
る
。

○
先
月
末
、「
な
が
さ
き
の
空
　
第
二
十
三
集
」−創
立
三
十
周
年
記
念
−を
十
八
銀
行
の
御
援
助
で

発
刊
さ
せ
て
戴
い
た
。
本
の
内
容
は
去
年
毎
月
発
刊
し
た「
な
が
さ
き
の
空
」に
、
各
方
面
よ
り

御
寄
稿
い
た
だ
い
た
論
集
と
、
本
会
古
文
書
勉
強
会
の
皆
様
方
が
一
年
が
か
り
で
完
成
さ
れ
た

御
労
作
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
医
官
ポ
ン
ペ
の
指
導
で
蘭
医
松
本
良
順
が
編
述
し
た
我
が
国
最
初
の

「
養
生
法
　
上
」を
掲
載
し
て
い
る
。
本
誌
御
希
望
の
方
は
本
会
事
務
所
ま
で
…
（
無
料
・
但
し

送
料
は
一
冊
八
〇
円
）

○
先
日
京
都
西
本
願
寺
発
刊
の
雑
誌「
大
乗
」編
集
局
大
粟
典
子
先
生
・
写
真
家
の
田
村
太
平
氏
が
長

崎
の
特
色
あ
る
食
文
化
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た「
長
崎
精
進
シ
ッ
ポ
ク
料
理
」取
材
の
た
め
来
訪
。

長
崎
の
光
源
寺
に
は
二
百
年
に
わ
た
っ
て
毎
月
十
六
日
の
御
講
の
日
に
婦
人
会
の
人
達
に
よ
っ
て

此
の
料
理
が
う
け
つ
が
れ
て
い
る
と
の
事
、早
速
調
査
に
同
行
。
…
其
の
料
理
は
ト
サ
カ
ノ
刺
身
、

ヒ
カ
ド
、
ペ
ー
シ
ン
、
ト
ロ
ク
ス
ン
等
め
ず
ら
し
い
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

○
前
号
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
三
月
よ
り
本
会
の
各
講
習
会
・
冬
休
み
を
終
え
再
開
い

た
し
ま
し
た
の
で
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。
毎
週
月
曜
午
前
十
時
半
よ
り
長
崎
学
。
毎
週
水

曜
午
後
一
時
半
よ
り
懇
話
会
。
第
一
・
第
三
火
曜
、
午
前
十
時
半
よ
り
古
文
書
勉
強
会
。
第
二
・

第
四
金
曜
午
後
二
時
よ
り
長
崎
食
文
化
サ
ー
ク
ル
。（
会
費
不
要
）

○「
長
崎
九
條
の
会
」井
田
先
生
来
訪
あ
り
。
今
年
も
九
條
の
会
主
催
・
本
会
協
替
の「
親
子
で
歩
く

長
崎
の
史
跡
」に
昨
年
も
一
〇
〇
人
余
の
参
加
が
あ
り
盛
会
だ
っ
た
の
で
、
今
年
も
五
月
四
日

（
祝
）に
開
催
さ
れ
る
由
お
話
あ
り
。
其
の
準
備
を
し
て
下
さ
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

○
今
月
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
册

　
織
田
毅
氏
著
・『
龍
馬
の
長
崎
物
語
』。
簡
略
に
わ
か
り
易
く
実
に

良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。（
亀
山
社
中
ば
活
か
す
会
刊
・
千
円
）

○『
長
崎
史
料
叢
書
・
第
十
一
集
』今
回
は「
俵
物
会
所
手
続
書
・

黒
田
文
書
の
内
長
崎
記
」と
も
に
長
崎
関
係
資
料
と
し
て
必
読

の
書
で
あ
っ
た
。（
長
崎
近
世
文
書
研
究
会
刊
）

上野家縁籍系図　【一】上野家系図（若元より）

傘鉾収納箱と墨書について

良慶・吉郎太夫
（高家を継ぐ）
良慶・吉郎太夫
（高家を継ぐ）

英伝・大郎英伝・大郎

庄左衛門庄左衛門

清治平・定光清治平・定光

妹妹

英一・徳五郎英一・徳五郎

道英・若元（若芝）道英・若元（若芝）

長昭・若麟長昭・若麟

長英・若瑞長英・若瑞倫倫牧牧熊次郎熊次郎 順三・師興順三・師興

正友・吉郎左衛門
（幸野家と改む）
正友・吉郎左衛門
（幸野家と改む）

吉郎七吉郎七

繁次郎繁次郎

吉郎左衛門吉郎左衛門

吉郎八吉郎八

幸野家幸野家

飯尾家飯尾家

島谷家島谷家

上野家上野家田中家田中家御幡家御幡家若元・道英

英乗・俊之丞
（妻・伊曽）
英乗・俊之丞
（妻・伊曽）

幸馬

陽一

一郎

幸馬

陽一

一郎

拾馬

弟弟兄兄
順三・儔興順三・儔興

順三

正二

芦江

順三

正二

芦江

吉郎八吉郎八

伊平次伊平次

伊三太伊三太

彦馬

芦
塚
氏
へ

若
麟
・
長
昭

長
女

松
本
氏
へ

山
本
丹
次
郎

【
妻　

西
岡
氏
女・春
】

次
女

松
瀬
氏
へ

三
女

夭　

折

四
女

長
子

次
男

若　
　
　

融

若
瑞
・
長
英

若　
　
　

龍

彦　
　
　

馬

若　
　
　

鳳

芦
塚

（
今
町
）

牛
島
甚
左
衛
門

三
男　

通
称
泰
輔

英
乗

俊
之
丞・常
足

古賀十二郎氏
「長崎画史彙伝」

①
収
納
箱　

正
面

　

銀
屋
町

　

流
金
出
世
鯉
傘
鉾

　

水
銀
箔

　
　
　
　
　
　

田
中
記

　

町
印
流
金

②
収
納
箱　

側
面

　

文
政
三
年

　

庚
辰
九
月
吉
祥
日

③
箱
蓋　

内
側

　

山
本
泰
助
長
英
作

　
　

大
工　

清
水
茂
三
郎

　
　
　
　

同　

己
之
助

　
　

塗
師

　
　
　
　

土
佐
原　

関
治

　

文
政
三
年

　
　

庚
辰
九
月
吉
祥
日

　
　
　

田
中
順
三
季
祿

　
　
　
　

同　

虎
之
助 ※新しい角材は補強の為平成5年に使用

高
木
　
忠
弘

収納箱蓋内側


